
などの面で優れた手法である。



2.2 機械的強度
BioAssist DS脱塩カラムは、その主用途として、タ



また図３に試料として分子量の小さいペプチドを用

いた脱塩例を示した。分子量2500程度のペプチドまで

は細孔内に入らず溶出された。一方，分子量1000程度

のペプチドは細孔内に入るため、脱塩することはでき

なかった。

図４はDNA精製で使用されるCsClの脱塩例を示し

た例である。このときの回収率は90％以上（100ng注

入時）であった。

3．おわりに


